






研究目的

　羊水中 bilirubin による Rh 不適合の診断は,その開発の初期に期待されたほ

ど正確には児の溶血の程度を反映するものではないことは従来のわれわれの成

績からも明らかであり,その改善の目的で前年度通常検出不能な羊水中微量抗

D 抗体を限外濾過で濃縮することにより測定し,その抗体面が児の臨床像とよ

く一致することを報告したが,抗 D 抗体を鋭敏に検出する方法があれば限外濾

過の必要もなく簡易に臨床応用も可能である。近年,かいこの腸内細菌から分

離された serratio-peptidase が強力な protease 作用を有することに着目し,

本酵素処理血球法による抗 D抗体検出を試みその臨床的意義を明らかにするこ

とを目的とした。


